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毅
智

刷ワ

西
本
た

中‐
椅
オ

集

者

刷

任

編

責

印

晰菫星聰打

1回 (昭 2年卒)～
23回 (昭24年卒 )

卒業生2,835名

1回 (昭23年卒)～
68回 (平28年卒 )

卒業生29,349名

＞

世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
資
料

五
七
〇
点
の

一
つ

「白
樺
日
誌
」

引
揚
記
念
館
所
蔵
資
料
が
、

昨
年
１０
月
、

「
子
不
ス
コ
世
界

記
憶
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
登
録
さ
れ
た
の
は
、

「舞

鶴
へ
の
生
還

一
九
四
五
～

一
九

五
六
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
等
日
本
人

の
本
国

へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
と
題
さ
れ
た
関
係
資
料
五

七
〇
点
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
同

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
約

一
万

二
千
点
の
中
か
ら
特
に
真
正

性
、
世
界
的
な
重
要
性
、
希
少

性
な
ど
の
高
い
記
録
資
料
を
選

定
し
、
手
不
ス
コ
本
部
（パ
リ
）
に

申
請
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

同
資
料
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
敗
戦
に
と
も
な
い
日
本
帝

国
が
崩
壊
す
る
中
、
ソ
連
領
に

抑
留
さ
れ
た
約
六
〇
万
人
か
ら

約
八
〇
万
人
と
い
わ
れ
る
日
本

人
軍
人
と
民
間
人
た
ち
の
、
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
抑
留
生
活

と
日
本
本
国
へ
の
苦
難
に
満
ち

た
引
き
揚
げ
の
歴
史
を
伝
え
る

資
料
で
す
。

引
き
揚
げ
に
関
す
る
史
実
を

伝
え
る
資
料
の
数
々
は
、
世
界

の
記
憶
と
し
て
次
世
代

へ
と
平

和

へ
の
願
い
と
と
も
に
語
り
継

が
れ
ま
す
。

▲世界記憶遺産の登録 を

祝 う懸垂幕

世界記憶遺産の登録決

定に先立ち進められてい

た、舞鶴引揚記念館の改
1修工事が完了 し、リニュ

:一アルオープン。引き揚げ
:‐あ史実を伝える貴重な資

料 を戦争を知 らない世代

にも分かりやすく理解出

来るように展示の内容等

を変更 しています。同館

には、世界記憶遺産の登

録 を機に、全国から多 く

の来館者が訪れています。

【お問い合わせ先】
舞鶴引揚記念館
所在地 舞鶴市字平1584
電  話  0773‐ 68-0836

全
国
か
ら
多
く
の
来
館
者

引
き
揚
げ

の
記
録
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木
々
の
緑
が

初
夏
の
日
差
し

に
ま
ぶ
し
く
輝
く
季
節
が
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
曜
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
は
双
鶴
同
窓
会
の
活
動

に
つ
い
て
、
何
か
と
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
先
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
本
部
役
員
会
に
お
い
て
、

南
房
夫
会
長
様
を
は
じ
め
、
役
員

の
皆
様
か
ら
、
南
会
長
の
後
任
と

し
て
会
長
職
を
引
き
継
ぐ
よ
う
ご

推
挙‥
を
受
け
、
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
双
鶴

同
窓
会
会
長
を
お
受
け
す
る
こ
と

は
、
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
に

と
っ
て
大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
い
ま
そ
の
職
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

母
校
は
私
に
と
り
ま
し
て
も
二
年

間
の
多
感
な
高
校
生
活
を
過
ご

し
、
若
い
日
の
夢
を
育
て
て
い
た

だ
い
た
学
校
で
あ
る
と
と
も
に
、

大
学
卒
業
後
教
員
と
な
っ
て
、
昭

和
六
十
二
年
四
月
か
ら
平
成
九
年

二
月
ま
で
の
十
年
間
、
母
校
の
教

貯
疋
商‐‐
業‐‐
杵
一
と
‐‐
レ
↑
舞
庄
に
ｉ

ち
、
教
員
と
し
て
も
大
き
く
育
て

て
い
た
だ
い
た
学
校
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
四
月

に
は
教
頭
、
平
成
十
三
年
四
月
か

ら
十
六
年
二
月
ま
で
の
三
年
間
は

校
長
と
し
て
、
西
舞
鶴
高
等
学
校

の
新
た
な
歴
史
づ
く
り
に
携
わ
る

な
ど
、
私
に
と
っ
て
特
別
な
意
味

合
い
を
持
っ
た
学
校
な
の
で
あ
り

ま
す
。
同
窓
会
と
の
関
わ
り
は
、
高
校

卒
業
後
は
評
議
員
と
し
て
、
ま

た
、
母
校
に
勤
務
し
た
教
員
時
代

は
、
校
内
庶
務
係
と
し
て
本
部
総

会
を
は
じ
め
様
々
な
行
事
の
お
手

伝
い
を
す
る
中
で
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
本
部
総
会
の
際
に
は
、
出
席

さ
れ
る
方
々
の
名
前
を

一
枚

一
枚

名
札
に
墨
書
し
、
総
会
当
日
に

は
、
そ
の
名
札
を
先
輩
方
に
お
渡

し
す
る
の
が
私
の
役
目
で
し
た
。

そ
の
こ
と
が
後
に
な
っ
て
、
教
員

生
活
の
様
々
な
場
面
で
会
員
皆
様

の
心
強
い
激
励
や
ご
支
援
を
い
た

だ
く
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

退
職
後
、
南
会
長
か
ら
同
窓
会

の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
と
の
お

話
が
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
か
ら

副
会
長
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
間
、
本
部
総
会
は

も
と
よ
り
、
京
都
、
阪
神
、
東
京

　

伺
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

支
部
の
総
会
に
出
席
す
る
機
会
を
　
　
時
代
の
急
激
な
進
展
と
と
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
　

に
、
同
窓
会
に
対
す
る
意
識
の
中

た
こ
と
は
、
世
代
を
超
え
て
同
じ
　

に
変
化
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い

学
び
舎
で
学
ん
だ
も
の
だ
け
が
共

　

事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
会
は

有
で
き
る
和
や
か
な
雰
囲
気
と
心

　

い
つ
の
時
代
も
同
窓
生
の

「心
の

地
よ
さ
、
そ
し
て
深
く
繋
が
る
同

　

よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
、
ま
た
、

窓
生
の
絆
で
し
た
。
こ
の
何
と
も
　

世
代
を
超
え
た
出
会
い
の
中
で
、

い
え
な
い
心
地
よ
さ
こ
そ
が
、
長

　

同
窓
生
の
絆
を
深
め
る
べ
き
と
こ

い
歴
史
と
伝
統
に
よ
っ
て
築
か
れ

　

る
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
こ
の

た
双
鶴
同
窓
会
の
財
産
で
あ
る
　

ア」
と
を
念
頭
に
お
き
、
皆
様
の
声

と
、
帰
り
の
車
中
で
先
輩
方
か
ら

　

に
耳
を
傾
け
、
双
鶴
同
窓
会
の
さ

●
●

●
●
一●
●
●
●
■
一〓

南
●
●
●
房
●
夫

（西
高
昭
和
三
十
二
年
第
九
回
卒
業
）

あ
れ
は
平
成
元
年
の
春
、
先
輩

　

会
長
、
六
代
芦
田
義
通
会
長
、
七

で
副
理
事
長
か
ら

「チ
ョ
ッ
ト
こ
　

代
金
村
九
二
夫
会
長
は
い
ず
れ
も

の
鞄
を
持

っ
て
く
れ
」
と
言
わ
　

七
十
五
歳
で
退
任
さ
れ
て
い
ま

れ
、
気
軽
に

「
ハ
イ
」
と
持
っ
て
　

す
。

し
ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
代
会
長
の
中
で
役
員
歴
最

副
理
事
長
と
言
う
鞄
で
し
た
。
　
　
長
、
最
高
齢
ま
で
居
座
る
こ
と
に

以
来
、
理
事
長
、
副
会
長
、
会

　

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
や
後

長
と
職
を
重
ね
二
十
八
年
が
経
ち
　

期
高
齢
者
三
回
生
、
気
力

・
体
力

ま
し
た
。
こ
の
歳
月
は
阿
弥
陀
鍛

　

共
に
衰
え
、
抱
え
た

「鞄
」
も
負

を
迪
っ
た
結
果
、
成
り
行
き
で
会

　

担
に
感
じ
る
昨
今
と
な
り
ま
し

長
職
に
ま
で
行
き
着
い
た
と
い
う
　

た
。

感
じ
で
し
た
。
今
振
り
返
れ
ば
身
　
　
一
一年
前
か
ら
会
長
交
代
の
お
願

の
程
知
ら
ず
で
あ
っ
た
と
の
思
い
　

い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
延

は
否
め
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
長
と
な
り
、
こ
の
度
後
任
に
恵
ま

こ
れ
は
阿
弥
陀
様
の
悪
戯
と
思

　

れ
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

い
埴
』
ゲ
雄
は
団
ビ
μ
盪
は
続
い

　

た
デ
長
職
は
八
年■一
レ
た
柊
ヽ
支

る

「双
鶴
」
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
　

部
活
動
費
の
助
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ

努
め
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
　
　
　
　
ッ
ト

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な

ご
指
導
項
い
た
五
代
多
田
卓
夫

　

ど
次
代
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
、
な

慾

監

整

尉

鷺

ζ

驚

達

駐

童

麗

童

詈

準

懸

導

駐

藍

態

童

護

童

驚

難

澤

整

注

蓼

ξ

難

陸

監

ざ

蛾

鑽

駿

ら
な
る
充
実
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

歴
代
会
長
に
比
べ
甚
だ
未
熟
者

で
あ
り
ま
す
が
、
本
部
役
員
、
支

部
役
員
の
皆
様
、
そ
し
て
す
べ
て

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

得
さ
せ
て
い
ま
す
。

在
任
中
は
歴
代
校
長
先
生
を
始

め
、
事
務
局
を
担
当
頂
い
た
先
生

方
、
各
支
部
長
と
役
員
の
皆
様
、

本
部
役
員
並
び
に
多
く
の
先
輩
、

後
輩
の
方
々
ま
た
同
学
年
の
仲
間

に
ご
協
力
を
項
き
ま
し
た
。
支
え

て
頂
い
た
皆
さ
ん
あ
れ
ば
こ
そ
の

会
長
で
し
た
。

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
び
に
双
鶴
同
窓
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
を
願
い
、
内
藤
行

雄
新
会
長
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

「運
命
や
成
り
行
き
と
言
え
名

を
止
め
、
今
、
面
は
ゆ
く
後
を
託

し

て
」

筵
群
■
争
■
常
Ｉ
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ご

伊
佐
津
川
の
流

れ
や
愛
宕
山
の
す

が
し
き
緑
に
、
初
夏
を
感
ず
る
頃
と

な
り
ま
し
た
っ
双
鶴
同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
健
勝

に
て
御
活
曜
の
も
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
本
校
教
育
活

動
へ
の
深
い
御
理
解
と
厚
い
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

度
、
御
退
任
と
な
ら
れ
た
前
会
長

南
房
夫
様
、
前
理
事
長
　
林
田
光
弘

様
、
前
副
理
事
長
　
斉
藤
友
幸
様
に

は
長
き
に
わ
た
り

「西
高
」
を
物
心

両
面
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
・南
様
の

「西
高
」
で
の
教
育
を

酒
造
り
に
絶
妙
に
例
え
ら
れ
た
お
言

葉
が
と
て
も
印
象
的
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
「米
」
は
生
徒
（
「水
」
は
地
域

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
力
、
「杜
氏
と
蔵
人
」

は
教
職
員
、
そ
し
て
酒
の
出
来
映
え

を
決
め
る

「酵
母
菌
」
は
舞
女

・
舞

中
か
ら
の
伝
統

（双
鶴
同
窓
会
）
で

あ
る
と
例
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

理
想
の
学
校
教
育
の
在
り
方
を
示
さ

れ
た
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
我
々
教
職

員
は
日
々
の
教
育
活
動
に
あ
た
ら
ね

ば
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
四
月
に
は
全
日
制
課
程
二
人

一
名
、
通
信
制
課
程

一
人
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
新
た
な
年
度
が
始
ま
っ

の
本
箱
、
も
う

一
つ
は
大
江
季
雄
選

手
と
と
も
に
グ
ラ
ン
ド
で
汗
を
流
さ

れ
た
と
い
う
　
久
内
武
様
の
御
子
息

か
ら
友
情
の
メ
ダ
ル
等
に
係
わ
る

品
々
、
こ
れ
ら
を
本
校
に
て
お
預
か

り
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
。
我
が

「西
高
」
は
、

こ
の
地
に
お
い
て
舞
女

・
舞
中
か
ら

の
伝
統

（双
鶴
同
窓
会
）
と
い
う
至

高
の
酵
母
菌
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

燦
然
と
輝
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

学
校
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
双
鶴
同
窓
会
の

御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＞

舞
女
と
記
さ
れ
た
７。
年
以
上
前
の
木
箱

量

長

島

雅

彦
．

て
い
る
こ
と
を
、
先
ず
は
皆
様
に
御

報
告
い
た
し
ま
す
。
全
日
制
課
程
は

か
つ
て
の
Ｉ
類

・
Ⅲ
類
の
制
度
か
ら

変
更
と
な
っ
た
普
通
を
超
え
る
普
通

科
と
し
て
五
年
目
と
い
う
区
切
り
の

年
。
ま
た
、
京
都
北
部
唯

一
の
自
然

科
学
系
専
門
学
科
で
あ
る
理
数
探
究

科
は
、
開
設

一
一
年
目
と
な
り
、
新

た
な

一
〇
年
に
向
け
て
の
出
発
の
年

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
生
徒
数
は
、

京
都
北
部
で
は
最
大
規
模
の
一
つ
と

な
る
約
八
七
〇
名
。
そ
し
て
昨
年
度

卒
業
生
の
輝
か
し
い
進
路
実
績
や
全

国
を
舞
台
に
活
躍
す
る
部
活
動
等
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
文
武
両
道
を
実
現
す

る
京
都
北
部
を
代
表
す
る
中
核
校
と

し
て
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
信
制
課
程
は

京
都
北
部
唯

一
の
公
立
通
信
制
と
し

て
七
〇
年
近
い
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、　
一
五
〇
名
の
生
徒

が
、
諸
種
の
困
難
な
条
件
を
抱
え
な

が
ら
も
卒
業
と
い
う
栄
誉
を
獲
得
す

る
た
め
に
、

「あ
せ
ら
ず
　
や
す
ま

ず
　
あ
き
ら
め
ず
」
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
週

一
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と

自
宅
で
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
励
ん
で

い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
春
に
伝
統
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
二
つ
の
出
来
事
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
一
つ
は
神
奈
川
県
か
ら
舞

女
の
名
称
を
記
し
た
七
〇
年
以
上
前

▲大江選手 友 1青のメダルにかかわる品々

【東京支部】
:支 部 長
・11事務局長

夫 (昭34高 )

二 (昭48高 )

内 藤 行 雄 (昭41高 )
戸 祭   武 (昭22中 )
大 瀧 隆 信 (日召37高 )

藤 岡 由 美 (日召40高 )
/Jヽ  西  正  純  (日召45高 )
米 山 隆 一 朗 (昭 51高 )
渡 辺   弘 (昭48高 )
柿 本 徳 栄 (昭 47高 )
林 田 光 弘 (日召40高 )

増 山   寛 (昭44高 )
永 山 隆 司 (昭 50高 )
土 師 千 穂 (日召62高 )

清目 口 祐 加 (平21高 )
西  村  和  夫  (口召48高 )
田 中 俊 樹 (日召36高 )

斉 藤 友 幸 (日召43高 )

長 島 雅 彦

土 手 敏 通  :し・
大 志 万 洋

´
人
~

ヤ『  オ寸 消6 イテ(日召47子罫)
J激 オl力」三ニラに(日召26干訂)
南   房 夫 (昭 32高 )

治
謙

本
田

増
澤

彬
浩

田
一九

小
藤

長
長〈́

〈ム
司副

【京守萎劣毬長
事務局長

T事務局」〒16rl-0011
神奈川県川崎市宮前区馬絹13641‐ 201(澤田)
TEL/FAX 044‐ -863-6978(自 )

人 (昭27高 )

幸   (口召60高 )

= 「事務局J〒 611-0022
‐     滋賀県大津市青山 8丁 目10-15(藤元 )

TEL/FAX 077-549-1144(自 )

【阪神支部】
支 部 長 谷  村  久 兒 雄 (昭42高 )
事務局長 岸  本    登 (昭47高 )
「事務局」 〒666-0117

兵庫県りII西市東畦野 3-9-16(岸本 )

TEL/FAX 0727-95-0720(自 )

◎定時制の会 会長 植  村  英  人 (昭27定)本部・理事
◎通信制の会 会長 岩  田    護 (平 9通)本部・理事

理 事 長

副理事長

庶務理事

会計理事

監  査

顧   問

森   宏 昭 (昭 56高 )
中 西   毅 (昭49高 )
野 村 美 由 紀 (昭55高 )

竹 田 友 子 (昭 63高 )

荒 谷 琴 路 (平24高 )

校    長
全国制副校長

通信制副校長

事  務  長
第 7代 会 長
第 8代 会 長
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項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 3,489:506

入 会 金 1,164,000 @4,000× 291名 (全日制277名、通信市114名 )
記念誌等売上 13,500 名簿売上金

寄 付 金 800,000 高校37回卒業生から(代表布川氏)300,000円
舞中第5回同期会から寄附    500,000円

雑 収 入 60,564 普通預金利息 564円 祝儀 60,000円
合  計 5,527,570

平成27年度■般会計報告書
(平成27年 5月 1日 ～平成28年 4月 30日 )

I.収入の部 5,527,570円

Ⅲ.残高の部 3,681,968円 (次年度へ繰越)

平成27年度特別会計報告書
(平成27年 5月 1日 ～平成28年 4月 30日 )

1.収入の部 8,433,853円

Ⅱ。支出の部

Ⅲ.残高の部 8,433,853円 (次年度へ繰越 )

以上、報告します。  i
平成28年 6月 1日

‐

双鶴同窓会会長  南
″  理事長  林
″  会 計  西

平成27年
4月 30日 (木)第 1回本部役員会 於 双鶴会館

(1)平成27年度双鶴同窓会役員について1 8輔
児:塾ξ晨決多壽燎響.こ二i、て~     (4)会
報発行の進捗沃滉について

(5)各部会より     ~
6月 5日 (金)第 2回本部役員会    於 双鶴会館

(1)総会について

(2)平成26年度決算報告について

6月 13日 (土)同窓会報「双鶴」第釣号発刊 (一般会員向け)

平成27年度理事会・総会開催

於 舞鶴グランドホテル
(1)理事会        49名
(2)総 会       103名
(3)記念講演 舞鶴市副市長

堤 茂 氏 (高校26回卒業)
(4)懇親会 81名

11月 8日 (日 )

平成28年

1月 2日 (金 )

3月 1日 (火 )

双鶴同窓会阪神支部総会開催

南 房夫会長以下 4名が出席
於 大阪リバーサイドホテル

高校37回生卒業30周年記念同窓会

南 房夫会長が出席

於 舞鶴グランドホ刀レ

同窓会報「双鶴」第40号発刊 (卒業生向け)

会計監査報告

1 監査実施年月日  平成28年 5月 25日 体 )
2 監査実施場所  京都府立西舞鶴高等学校
3 監 査 の 対 象  双鶴同窓会にかかる会計帳

簿、収入 。支出証拠書類及

び預金に関すること

上記のとおり監査を行った結果、帳簿、証拠書類、

保管預金ともに正確に処理されており、適正であった

ことを報告しま現

◎

③

田

中

藤

田

夫

弘

夫

房

光

和

田

村

平成28年 6月 11日

「双鶴同窓会議
~様

双鶴同窓会

会計監査

会計監査

伊佐雄

俊 樹

Ⅱ.支出の部 1,845,602円

項  目 決算額 摘 要

事 業 費 793,064 総会諸費用、各部会補助
会 議 費 87,800 会報編集会議、理事会・評議員会会議

支部関係費 64,980 東京・京都支部総会祝儀、旅費

通信交通費 72,970 会議案内用切手・専用HPサーバー等

事 務 局 費 26,788 卒業アルバム代、祝儀他

特別会計へ繰入 800,000 彗身雷皐異星馨禽
寄乳。,Л群8°
°円

を 特別会計へ振替

雑 支 出 0

合  計 1,845,602

繰 入i金 舞中第5回同期会から寄附

第37回卒業生から寄附

項・
｀
日 決算額 摘 要

合  計
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F

二
〇

一
六
年

一
月
二
日
、
穏
や
か
な
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
第
二

七
回
生

（昭
和
六
〇
年
卒
業
）
の
卒
業
三
〇
周
年
記
念
同
窓
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

正
月
二
が
旧
に
も
関
わ
ら
ず
、
御
来
賓
、
恩
師
の
方
々
に
御
臨

席
い
た
だ
き
、
総
勢

一
六
九
名
の
参
加
で
盛
大
な
同
窓
会
と
な
り

ま
し
た
。
ヽ

会
場
に
訪
れ
る
や
、
途
端
に
そ
こ
は
三
〇
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
を
し
た
空
間
に
。
自
然
と
各
所
に
和
が
広
が
り
、
な
ん
と
も

言
え
な
い
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

今
と
は
違
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
な
か

っ
た
時
代
に
友
だ
ち
と
話
す
手
段
は
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ｔ
ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

が
基
本
だ
っ
た
あ
の
頃
。
休
み
時
間
や
ク
ラ
ブ
中
、
登
下
校
の
時

間
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
時
に

は
け
ん
か
を
し
た
思
い
出
が
鮮
明
に
蘇
っ
て
く
る
と
、
自
ず
と
声

の
ト
ー
ン
も
上
が
り
、
笑
い
声
も
大
き
く
な
り
、
も
は
や

一
人
歳

当
時
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

同
窓
会
は
、
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
単
位
で
の
記
念
撮
影
の
ほ
か
、

先
生
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
で
盛
り
上

が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
閉
会
の
時
間
を
迎
え
、
同
窓
の
縁
を

一

層
深
め
る
こ
と
と
、
近
い
将
来
の
再
会
を
誓
い
、
卒
業
三
〇
周
年

記
念
同
窓
会
を
終
え
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
御
来
賓
、
恩
師
の
方
々
を
は
じ
め
、

当
日
参
加
さ
れ
た
友
、
ま
た
、
都
合
で
参
加
出
来
な
か
っ
た
友
、

す
べ
て
の
皆
様
と
ご
家
族
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、
ま
た
、
双
鶴

同
窓
会
の
更
な
る
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
七
回
卒
業
生

三
十
周
年
記
念
同
窓
会
実
行
委
員
長
　
布
川
博
康

く

乾
杯

く

寄
附

。
目
録
贈
呈

く

１
組

く

１０
組
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しだれ桜の記念1枷1集●1喜寿を■,1讐皇札星

昭
和
三
十
二
年
卒

業
の
第
十
回
生

「十

期
の
会
」

（と
き
の

か
い
）
は
、
卒
業
五

十
周
年
を
記
念
し
て

舞
鶴
公
園
に

「し
だ

れ
桜
」
を
寄
贈
し
、

そ
の
後
桜
の
成
長
を

見
守

っ
て
き
ま
し

た
。私
た
ち
同
期
生
は

太
平
洋
戦
争
勃
発
の

直
前
に
生
ま
れ
、
あ

の
戦
中

。
戦
後
を
経

て
、
高
度
成
長
か
ら

バ

ブ

ル

崩

壊

な

ど

・
・
・
次
々
と
変

わ
る
社
会
環
境
の
中

を
今
日
ま
で
懸
命
に

駆

け

抜

け

て
、
本

年
、
め
で
た
く
喜
寿

を
迎
え
ま
し
た
。

四
月
十

一
日
、
同

期
生
四
十
六
名
が
記

念
植
樹
し
た
満
開
の

「
し
だ
れ
桜
」
の
下

に
集
い
、
半
世
紀
を

超
え
る
卒
業
五
十
八

年
目
、
共
に
歩
ん
だ

七
十
七
歳
の
人
生
を

語
り
合

い
、
「喜
寿
」

を
祝
い
ま
し
た
。

高
校
第
十
回
卒
業

代
表

村
尾
幸
作

影

東

京

支

部

本
年
、
十

一
月
十
二
日
（土
）
新
宿

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
東
京

支
部
総
会

・
懇
親
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
前
回
は
、
来
賓
を
含
め

一
〇

〇
余
名
の
ご
出
席
を
頂
き
盛
大
に
催

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
も
幹
事
を
は
じ
め
東
京
支
部

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
賜
り
、
ご

出
席
さ
れ
る
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
企
画
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
東
京
支
部
は
、
静
岡
県
か
ら

北
海
道
ま
で
の
地
域
に
在
住
の
会
員

約

一
三
〇
〇
名
に
案
内
状
を
発
送
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
出
欠
の

回
答
を
頂
け
る
方
は
二
〇
％
、
ま

た
、
ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は

一
〇

％
前
後
で
あ
り
ま
す
。
毎
回
、
出
席

率
を
高
め
る
工
夫
を
し
て
い
る
も
の

の
、
十
分
な
成
果
が
出
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
当
支
部
が
二

年
に
一
度
発
行
し
て
お
り
ま
す
会
報

誌

「
い
わ
し
雲
」
に
は
、
毎
回
、

多
々
見
舞
鶴
市
長
を
は
じ
め
地
元
舞

鶴
か
ら
の
情
報
を
掲
載
し
大
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。
今
回
も
、
若
モ
幹
事

の
感
性
を
生
か
し
な
が
ら
一良
い
情
報

を
発
信
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
舞
鶴
市
に
関

わ
る
東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
東

京
支
部
会
員
を
は
じ
め
、
東
舞
鶴
高

校
関
東
支
部
の
皆
さ
ま
に
も
呼
び
か

け
を
し
、
全
面
的
に
協
力
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
遠
く
離
れ
て
お

り
ま
し
て
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
舞
鶴

は
い
つ
ま
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
深

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
故
郷
を
愛

し
、
ま
た
参
加
し
て

「良
か
っ
た
」

と
記
憶
に
残
る
同
窓
会
を
目
指
し
、

先
輩

・
後
輩
の
繋
が
り
を
大
切
に
今

後
と
も
運
営
し
て
参
り
ま
す
。

（事
務
局
長

澤
田
謙
二
）

贔

阪

神

支

阪
神
支
部
は
、
昨
年
十
一
月
八
日

に
第
二
十
一
回
定
時
総
会
を
Ｊ
Ｒ
環

状
線
桜
ノ
宮
駅
近
く
の

「大
阪
リ
バ

ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
」
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

総
会
は
百
十
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
母
校
、
本
部
、
各
支
部
か
ら
ご

来
賓
の
臨
席
を
賜
り
、
長
島
雅
彦
校

長
先
生
か
ら
母
校
西
高
の
近
況
の
説

明
を
受
け
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。又
、
記
念
講
演
と
し
て
舞
鶴
引
揚

記
念
館
館
長
の
山
下
美
晴
様

（昭
五

十
六
年
卒
）
か
ら

「海
外
引
揚
七
十

周
年
～
舞
鶴
か
ら
世
界
へ
つ
な
ぐ
記

憶
～
」
の
お
話
を
聞
き
、
十
三
年
間

六
十
六
万
人
の
引
揚
者
を
迎
え
入
れ

た
舞
鶴
市
民
の
心
づ
く
し
の
お
も
て

な
し
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

好
評
で
あ
る
お
土
産

「舞
鶴
の
か
ま

▲「十期の会」喜寿を祝う集い (舞鶴公園のステージ広場にて)平成28年 4月 11日

音5
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ぼ
こ
」
も
用
意
し
、
舞
鶴
名
物
の
物

産
展
も
開
催
し
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
総
会
で
理
事
の
改
選
も

行
わ
れ
、
福
田
徹
士
支
部
長

（昭
三

十
三
年
卒
）
か
ら
谷
村
久
現
雄
支
部

長

（昭
四
十
二
年
卒
）
に
計
ぎ
継
が

れ
、
新
た
に
事
務
局
を
設
置
し
ま
し

た
。双
鶴
同
窓
会
阪
神
支
部
は
昭
和
五

十
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三

十
年
代
、
阪
神
地
区
の
同
窓
生
は
舞

中

・
舞
女
そ
れ
ぞ
れ
私
的
懇
親
会
は

開
い
て
い
ま
し
た
が
公
式
に
は
京
都

支
部
総
会
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
、
阪
神
地
区
の
私
的

懇
親
会
に
は
徐
々
に
多
数
の
同
窓
生

が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
四
代
同
窓
会
長
井
関
勉
氏
か
ら

の
阪
神
支
部
結
成
の
強
い
働
き
か
け

を
う
け
、
舞
中

・
舞
女
を
中
心
と
す

る
同
窓
生
の
全
面
的
合
意
の
も
と
、

昭
和
五
十
年
六
月
二
十

一
日
大
阪
銀

行
協
会
で
阪
神
支
部
結
成
総
会
が
寺

島
正
支
部
長

（旧
制
中
学

一
回
生
）

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者

は
百
七
十
五
名
で
し
た
。

（支
部
長
谷
村
久
兒
雄
）

忙

京

都

支

部

母
校
、
双
鶴
本
部
、
東
京
、
阪
神

支
部
の
皆
様
に
は
日
頃
、
大
変
お
世

話
に
な
り
、
感
謝
致
し
ま
す
。

京
都
支
部
は
双
鶴
同
窓
会
組
織
の

な
か
っ
た
東
海
三
県
、
北
陸
三
県
の

同
窓
生
と
共
に
同
窓
の
縁
を
楽
し
み

た
く
、
数
年
前
か
ら
六
県
の
同
窓
生

に
よ
び
か
け
支
部
だ
よ
り
の

「洛

風
」
を
全
員
に
送
付
し
、
多
数
の
ご

参
加
も
得
て
い
ま
す
。

又
、
今
年
は
支
部
総
会
開
催
の
年

で
あ
り
、
七
月
二
十

一
日

（日
Ｉ
示

都
駅
ビ
ル
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

京
都
三
階
源
氏
の
間
（西
）
に
て

一
一
¨
○
○
～
一
四

¨
○
○
の
予
定

で
支
部
総
会
を
開
く
予
定
で
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
。

近
頃
の
京
の
話
題
の
第

一
は
大
宮

七
条
近
く
の
梅
小
路
に
四
月
二
十
九

日

（祭
日
）
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
「京
都
鉄
道
博
物
館
」

か
と
思
い
ま
す
。

当
所
は
以
前
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
梅
小
路

機
関
車
館
と
し
て
永
年
鉄
道
フ
ア
ン

等
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新

た
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
鉄
道
博
物

館
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。

展
示
車
両
と
し
て
は
、
明
治
の
北

海
道
開
発
に
活
躍
し
た
と
い
う
、
義

経
号
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
開
発
の
五
〇

〇
系
新
幹
線
ま
で
、
皇
室
お
召
し
車

輌
等
五
〇
余
輌
が
大
阪
交
通
博
物
館

を
始
め
各
地
か
ら
陸
路
、
海
路
を
通

り
梅
小
路
に
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

鉄
道
フ
ア
ン
を
始
め
大
変
見
ご
た

え
の
あ
る
展
示
の
よ
う
で
す
。
ご

一

見
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

当
支
部
は
昭
和
十
五
年

（
一
九
四

〇
年
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
）
舞
中
同

窓
会
京
都
支
部
と
し
て
開
設
さ
れ
、

途
中
、
戦
後
の
学
制
改
革
等
を
へ
て

双
鶴
京
都
支
部
と
し
て
再
発
足
し
、

七
十
六
年
の
永
く
輝
か
し
い
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
現
会
員
の
私
共
と
し
て

は
益
々
会
の
発
展
を
願
う
も
の
で
す
。

⌒支
部
長
　
小
田
彬
人
）

凩

定
時
制
の
会

今
回
も
定
時
制
同
窓
会
行
事
等
に

動
き
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
中
に
は
、
第
六
回
総
会
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
諸
般

の
事
情
で
成
り
行
き
に
任
せ
ま
す
。

今
年
度
も
自
然
界
の
人
為
的
事

故

・
気
象
異
変
に
よ
る
事
故
等
、
特

に
熊
本
地
震
の
様
な
前
震
、
本
震
と

い
う
想
定
外
の
突
発
自
然
事
故
等

に
対
し
て
の
対
処
等
、
或
い
は
今
後

南
海
ト
ラ
フ
も
原
子
力
発
電
事
故
も

想
定
に
入
れ
た
も
の
を
考
え
て
、
明

日
の
安
全

。
安
心
を
心
し
て
行
動
し

た
い
も
の
で
す
。

（定
時
制
の
会
　
植
村
英
人
）

凩

通
信
制
の
会

新
し
い
年
度
を
迎
え
て
、
通
信
制

で
は
、
十
八
名
の
新
入
生
が
入
学
さ

れ
ま
し
た
。

自
ら
進
路
の
目
標
を
目
指
し
、
面

接
授
業
、
自
学
白
習
と
生
徒
会
活

動
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、　
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
通
信
制
課
程
を
卒
業
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
多
く
の
同
窓
生

が
応
援
し
て
い
ま
す
。

二
月

一
日
の
卒
業
式
に
は
十
三
名

の
生
徒
が
高
校
を
卒
業
さ
れ
ま
し

た
。
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
社
会
に

向
け
、
た
く
ま
し
く
成
長
さ
れ
る
過

程
を

一
段

一
段
、
積
み
重
ね
て
下
さ

い
。
未
来
を
担
う
卒
業
生
の
皆
さ
ん

に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

全
体
の
卒
業
式

（全
日
制

。
通
信

制
）
の
後
、
改
め
て
通
信
制
の
教
室

に
お
い
て
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証

書
授
与
並
び
に
伝
達
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

二
叡
鴫

一 同
鑑
降
詢
箭
劉
師
に
は
金
¨

ま
す
。　
一
昨
年
の
人
月
二
十
四
日
に

舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
双
鶴

同
窓
会
長
様
は
じ
め
、
校
長
先
生
、

副
校
長
先
生
、
恩
師
の
先
生
方
の
御

出
席
を
賜
り
、
同
窓
会

（総
会

・
懇

親
会
）
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
に
事

業
報
告
や
会
計
報
告
や
会
則
の
改
正

な
ど
議
案
が
承
認
さ
れ
、
総
会
後
の

懇
親
会
で
は
、
過
ぎ
去
っ
た
学
生
の

頃
を
懐
か
し
み
、
菅
沼
先
生
の
ピ
ア

ノ
演
奏
に
合
わ
せ
、
栓
員
で
合
唱
し

た
り
、
元
気
で
語
り
合
え
る
幸
せ
を

大
切
に
し
た
り
、
懐
旧
の
情
に
包
ま

れ
、
と
て
も
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
通
信
制
同
窓
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
御
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
来
賓
の
方
や
恩
師
の

先
生
方
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
、
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
、
賑
や
か
な
同
窓
会
に
な
り
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
双
鶴
同
窓
会
通
信
制
の

会
の
活
動
に
な
お
一
層
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（通
信
制
の
会
　
山石
田
護
）
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◎第83回全国高等学校総合体育大会水泳競技大会

(‐8/17(月 )京都府 京都アクアリーナ)
越後 智行 (3-5)男子200m個人メドレー

男子 100m平泳ぎ 3年連続の出場

◎第23回全国高等学校文化連盟将棋新人大会

(1/28(木 )～30(土)熊本県 熊本県阿蘇市)
女子個人戦 梅原 爽加 (2-5)第 24位 予選突破 (4勝 1負 )

古閑 美紀 (2-6)第 33位 予選敗退 (3勝 2負 )
◎第28回全国高等学校将棋竜王戦および新人戦

(6/14(日 )京都府 京都外大西高等学校)
女子個人戦 梅原 爽加 (2-5)準優勝

古関 美紀 (2-6)第 3位

◎近畿高等学校ソフトテニス選手権大会

(7/20(日 )和歌山県 和歌山県白浜県営日置テニスコート)
男子個人戦

牛尾 海 (3-4)。 上村尚也 (3-5)ペア
1回戦 牛尾 。上村 4-0高木 。平井 (高島 。滋野)
2回戦 牛尾 。上村 1-4米吉 。梅原 (高田商業・奈良)
男子団体戦

1回戦 西舞鶴 2-0岸 和田 (大阪)
2回戦 西舞鶴 2-0立 命館守山 (滋賀)
3回戦 西舞鶴 2-1大 塚 (大阪)ベスト8
女子個人戦

田中真未 (3-4)。 本条真由 (3-6)ペア
1回戦 田中 。本条 4-2廣 瀬 。向井 (水口・滋賀)
2回戦「田中 。本条 4-2河 島・佐藤 (大冠 。大阪)
3回戦 田中 。本条 3-4山 本・山口 嚇口歌山信愛・和歌山)
女子団体戦                 ベスト32
1回戦 ―西舞鶴 2-1八 幡商業 (滋賀)
2回戦
1璽針
鶴 1-2生野 (大阪)ベスト32

水   泳   部
◎第69回近畿高等学校選手権水泳競技大会

(7/23(木 )～25(土)兵庫県 神戸市ポートアイランド
スポーツセンター)

越後 智行 (3-5)男子200m個人メドレー

陸 上 競 技 部

◎第48回近畿高等学校ユース陸上競技対選手権大会

(9/21(月 )～23(水)兵庫県 神戸ユニバース記念競技場)
2年男子400m 佐古田 走 (2-6)
1年男子走幅跳 松下 修也 (1-4)
1年女子走幅跳 岸回 輝美 (1-6)第 6位 5m25

バ ド ミ
ー
ン ト ン 部

◎第62回近畿高等学校バ ドミントン選手権大会  ´

(11/13(金 )～ 15(日 )和歌山県 和歌山県立体育館)
男子ダブルス            :■
小谷 翼 (2-2)・ 増田 智 (2-8)ペア

ー

1回戦 増田・小谷 2-0東浦・蒸野 (新宮・和歌山)
2回戦 増田。小谷 2-0江口・山道 (神戸本寸野工業・兵庫)
3回戦 増田。小谷 2-0岸部・山本 (耐久・和歌山)
4回戦 増田 。小谷 1-2川瀬 。名葉 (比叡山・滋賀)

・     ベスト8
松岡 亮 (2-1)。 松岡 優 (2-2)ペア
1回戦 松岡。松岡2-0吉川 。藤 (新宮・和歌山)
2回戦 松岡。松岡0-2高瀬 。高橋 (東大阪大柏原。大阪)
山根尚大 (2-2)。 大月俊樹 (1-5)ペア
1回戦 山崎 。大月2-0安部・古川 (高田商業・奈良)
2回戦 山根 。大月0-2藤原 。三宅 (比叡山 。滋賀)
男子シングルス

増田 智 (2-8)
1回戦 増田2-0古 賀
2回戦 増田2-1門 脇
3回戦 増田0-2藤 原
小谷 翼 (2-2)
1回戦 小谷 0-2片 山
大月俊樹 (1-5)
1回戦 大月 2-0福 本 (海南 。和歌山)
2回戦 大月 0-2友 金 (神戸村野工業・兵庫)
松岡 亮 (2-1)
1回戦 松岡0-2西 林 (添上 。奈良)
女子ダブルス

田村優歩 (2-7)・ 五戸優衣 (2-4)ペア
1回戦 田村・五戸 2-0杉 山 。内匠 (那賀・和歌山)
2回戦 田村・五戸 0-2河 野・山口 (四条畷 。大阪)

◎第35回近畿高等学校総合文化祭将棋部門

(H/14(土)～ 15(日)鳥取県 鳥取県米子市)
女子個人戦 梅原爽加 (2-5)優 勝

古閑美紀 (2-6)第 3位

(河瀬 。滋賀)

(神戸村野工業・兵庫)

(比叡山 。滋賀)ベスト16

(彦根総合 。滋賀)

ｐ
ｐ
立

ロ棋1専碁囲

ソ フ ト テ ニ ス 部

″
澪
〓
〓
●
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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

生
徒
の
進
路
状
況
に
お
心
配
り
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
度
も
多
く
の
生
徒
た
ち
が
最
後
ま
で

粘
り
、
進
路
実
現
を
果
た
し
ま
し
た
。

就
職
で
は
１０
名
が
学
校
紹
介
で
民
間

企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
地
元
の
企
業

様
か
ら
の
ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と

に
、
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
公
務
員
で
は
、
舞
鶴
市
役
所
、

海
上
保
安
学
校
、
京
都
府

警
察
な
ど
に
延
べ
１３
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
本
校
で

は
２
年
生
後
半
か
ら
、
公

務
員

・
就
職
そ
れ
ぞ
れ
の

対
策
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

専
門
学
校
か
ら
講
師
を
招

き
、
お
話
を
伺
う
機
会
を

設
け
、
他
の
生
徒
よ
り
も

一
足
先
に
社
会
人
に
な
る

と
い
う
覚
悟
を
持
つ
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。
就
職

者
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
会
員
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

進
学
で
は
、
国
公
立
大
学
に
延
べ
５２

名
が
合
格
し
ま
し
た
。
こ
の
国
公
立
大

学
の
合
格
者
の
う
ち
、
８８
・
５
％
の
生

徒
が
３
年
間
部
活
動
（週
４
回
以
上
の

活
動
）
を
続
け
、
進
路
実
現
を
果
た
し

ま
し
た
。
早
く
か
ら
け
じ
め
を
つ
け
て

学
習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
休
み
時

間
や
通
学
時
間
な
ど
を
上
手
に
活
用
し

て
い
る
様
子
が
多
ぐ
見
ら
れ
ま
し
．た
。

大
阪
大
学
や
神
戸
大
学
な
ど
の
難
関
大

学
に
も
合
格
者
が
５
名
出
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
難
関
大
学
に
複
数
名
が
合

格
す
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
後
輩
ヘ

の
よ
い
刺
激
に
な
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
文
武
両
道
を
目
指
し

て
、
同
総
会
員
の
皆
様
か
ら
の
進
学
に

対
す
る
期
待
に
も

一
層
応
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

・
す
。
ま
た
私
立

大
学
で
は
、
関
関
同
立
に
合
わ
せ
て
延

べ
４０
名
が
合
格
し
た
ほ
か
、
中
央
大
学

法
学
部
と
い
っ
た
関
東
の
有
名
な
大
学

に
も
合
格
者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
看
護

・
医
療
系
の
人
気
が
高
く
、

看
護
学
校
へ
は
２２
名
が
進
学
し
ま
し

た
。
今
後
も
安
易
な
方
向
へ
流
れ
る
こ

と
な
く
、
第

一
志
望
校
の
合
格
へ
向
け

て
ひ
た
む
き
な
努
力
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、
卒
業
を
機
に
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
舞
鶴
を
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

将
来
生
ま
れ
故
郷
へ
戻
り
、
地
域
の
活

性
化
を
担
う
人
材
の
育
成
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

人
生
の
土
台
を
形

作
る
高
校
時
代
に

は
、
社
会
と
関
わ

ろ
う
と
す
る
姿
勢

を
養

っ
て
い
く
指

導
が
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
後
輩

た
ち
に
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

就職 19名

舞
鶴
市

府

　

内

府

　

外

公
務
員
計

男
つ
０ 0 0 7

女 6 1 0

進
路
指
導
部
長
　
藤
村
暢
彦

，
■
■

■
●
〓

卒

基

季
生

一ム
ｙ
進
一ｉ
留
状

Ｉ

一

進 学 242名

男 女
■
―

大 学 98 81 179

短 大 3 19
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』T騨擢1言駐|
第 1条 本会は双鶴同窓会という。
第 2条 本会は本部を西舞鶴高等学校におく。

会員多数在住の地には支部を設けること

ができる。

第 3条 本会は会員の教養を高め、相互の親睦を
図ると共に母校の発展を援助することを

目的とする。

第 4条 本会は次の会員および客員を以て組織す
る。

1会 員 (イ )舞鶴高等女学校、舞鶴第一高等
女学校卒業生

(口 )舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒
業生

い)西舞鶴高等学校卒業生

(二 )以上の学校に在学したもので入

会を希望する者
2客 員 1項 に該当する学校の旧職員および

現職員

第 5条 本会の目標達成のため委員会をおくこと
ができる。委員長には副会長の一人を充
てる。

第 6条 委員会および支部の会則は別に之を定
める。

第 7条 本会に次の役員をおく。
1会 長 会員の中より総会で選出する。
2副会長 理事の中より若千名を選出す

る。
3理事長 副理事長 理事の中より各 1

名会長が委嘱する。
4庶務理事・会計理事 学校より推薦さ

た若千名および評議員より若

千名を会長が委IIEす る。
5理 事 評議員の中より適当数会長が

委嘱する。
6評議員 各学年において互選により適

当数を選出する。
7監 査 評議員の中から2名選出する。

第 8条 役員の任務は次の通りとする。
1会長は本会を代表し会務を総理する。
2副会長は会長を補佐し、会長事故ある
ときはこれに代わる。
3理事長は会務全般を処理する。副理事
長は理事長を補佐し理事長事故あると

きはこれに代わる。
4庶務理事は庶務を処理し、会計理事は
会計を処理する。
5理事は理事会において総会附議事項を
審議する。
6評議員は総会で総会附議事項を審議す
る。
7監査は会計を監査する。
役員の任期は2ケ 年とする。

本会に顧問若千名、参与若千名を置くこ

とができる。

顧間に西舞鶴高等学校長その他適当な学
校関係者を会長が委嘱する。

参与に元会長を会長が委嘱する。
第11条 本会の経費は会費およびその他収入をも

うてこれに充てる。

第12条 本会の入会に際して会費4,000円 を納める。
第13条 本会は第 3条の目的を達成するため次の

事業を行う。
1会員名簿および会報の発行
2会員の慶弔および慰問
3そ の他必要な事業

第14条 本会は毎年 1回総会を開く。総会は理事
監査、評議員で構成する。

第15条 会員は転居等の変動を遅滞なく本部に報
告するものとする。

第16条 本会会則の変更は総会の決議による。
付則 ①改定 :第 14条末尾の「部会は毎年1回
これを開く。Jを削除する。(平成21年 6月 13日 )
②改定 :第 5条、第6条、第7条、第8条、
第14条、第15条 を改定する。(平成24年6月 9日 )
③改定 :第 7条4項を改定する。

双鶴同窓会のホームペニジ

― 活動報告や催しの紹介など…
鳳

双鶴同窓会のホームベージでは、会員相互の親睦を図るため、

同窓会の報告や会員の活動報告、催しの紹介、舞鶴に関する情報

などを掲載しています。                  |
懐かしい笑顔に出会えるはず。ぜひ、ご覧ください。|  ‐ |

条

条

９

１０

第

第
同窓会報に原稿をお寄せください。「同期会などの様子」「同窓会員さんの

御活躍の様子」など文章や写真でお寄せください。

西舞鶴高等学校双鶴同窓会「会報編集係」までよろしくお願いします。

双
鶴
同
窓
会
報
４０
号
の
発
行
に
あ
た

り
、
会
長
様
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
各

支
部
長
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
回
、
校
長
先
生
か
ら
紹
介
の
あ
り
ま

し
た
、
故
久
内
武
氏
は
舞
鶴
の
出
身
で
円

盤
投
げ
の
選
手
で
あ
り
ま

・し
た
が
、
東
京

師
範
学
校
の
在
学
中
、
棒
高
跳
び
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
た
め
大
江
季
雄
選
手
を
指
導

さ
れ
た
ほ
か
、
後
に
東
京
五
輪
の
強
化
コ

ー
チ
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
陸
上
界

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
の
こ
と
。
ま
た
、

西
舞
鶴
高
校
の
前
身
の

一
つ
で
あ
る
舞
鶴

高
等
女
学
校
と
京
都
府
の
教
育
担
当
部
署

と
の
間
荷
物
を
運
ん
だ
木
箱
を
拝
見
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

会
報
の
編
集
を
通
じ
て
母
校
の
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

編
集
委
員

（昭
和
五
十
九
年
卒
業
）

大
槻
成
雄
　
橋
本
　
智
　
浜
田
真
義

鱚


